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あ
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縛
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と
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。
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拝望蟹望攣鬱ウ高橋目彦編著
江戸後期、豊後日田に生まれ活躍した儒学者・教育者・漢詩人の廣瀬淡
窓(1782-1856)の評伝。従来の評伝が、淡窓の著作に傾注して叙述さ
れてきたのに対して、本書では、淡窓の日記や自叙伝、著書をはじめ、
書簡や漢詩、周辺史料などから淡窓の生涯を再検討し、新たな淡窓像
を構築する。
レB6判・332買 /本体 2,500円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1817-2

譴墨寵卵の思想冒険
近世の儒者・熊沢蕃山(161991)の 一つ一つの著作の思想構造の解明を
めざし、それぞれの著作を比較することで、蕃山の思想の変化に注目
し、その変化の意味を問う。また中江藤樹『翁問答』や池田光政の藩
政改革をとりあげて、岡山藩における蕃山の政治体験の意味を解明し、
それらの考察から多様な蕃山の思想を立体的に浮かび上がらせる。
>A5判・218頁 /本体 5,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1783-0

箋箸異卑史的研究
第一章においては、新史料「征篠先生年譜細君墓表一巻」、往篠白筆『勝
覚寺縁起』により往篠の前半生を明らかにし、第二章では径篠学にお
ける「古文辞」の学と、それを生みだした私塾護園について論じ、第
二章において征篠の業績と評価を総合的にまとめる。
レA5判・424頁 /本体 12,000円 (税別)     ISBN牛 7842-0737-6

お痔璽軽禦多遂程憲署琴も曜為挫続l井上敏幸編
江戸末期の儒者広瀬旭荘の31年間の日記 (日 間瑣事備考)を中心に、詩

徳)II幕藩体制期の教育政策を縦覧し、政治 。経済・社会の諸条件と関
連させながら、政治と教育の関係を明かす。幕府・諸藩の教育機関設
立の趣旨、幕臣や藩士に対する奨学の論旨、教育機関発達の諸条件な
ど、体制の維持・存続・強化のための教育思想・施策の具体像を明ら
かにする。
レ.A5判・296買/本体 7,000円 (税別)      ISBN牛 7842-1069-5

離 肇 の教育思想

乗温詰嬰
域教育史の研究

文。随筆・書簡まで全て網羅する。
日記篇(全 9巻)>B5判・平均560頁/揃本体 127,500円 (税別)
随筆篇(全 1巻 )レ B5判・472頁/本体 14,500円 (税別)
詩文篇(全 1巻)>B5判・892買/本体 30,000円 (税別)

※書簡・伝記資料編 (全 1巻)および別巻 (総索引)は未刊

基錦姿における近世
個人と社会、主観と客観の相剋に桃む新鋭の問題作。
【内容】近世思想史研究の課題と方法/近世前期における学文の歴史
的位置/那波活所の思想/那波活所と徳川頼宣/徳川頼宣の藩教学思
想/近世における法と理/近世初頭の社会と儒者/思想史における近
世/宋明学の受容と日本型中華意識
>A5判・310頁/本体 5,800円 (税別)      ISBN牛 7842-0650-7

幕鰹攀識人の儒学
近世後期の在村知識人の諸相を具体事例にそつてとりあげ、民衆の儒
学と教育の近代化の関係を探る。
【内容】民衆儒学と教育近代化/幕末維新期の民衆における漢学教育
/儒学と農業/漢学教養の形成/儒学と救民行為/儒学と主体形成/
崎門派の在村儒学と学校構想/在村知識人と近代化
>A5判・278買/本体 6,400円 (税別)      ISBN牛 7842-0912-3

乗腱g者の思想挑戦
江戸開府から大政奉還までの近世265年間を、成立・安定・動揺・崩
壊の4期に分け、各時代の代表的儒者・思想家である林羅山・熊沢蕃
山・貝原益軒・荻生佃篠・佐久間象山・横井小楠をとりあげ、彼らが

直面した時代の課題にいかに角旱決の道を見出そうとしたのか、その思
想的営みの足跡に迫る。         ・
レA5判・314買/本体 7,500円 (税別)      ISBN牛 7842-1304-X

※

山
山田方谷、阪谷朗慮ら主に吉備地方の思想家10名 をとりあげ、幕末期
の信学思想の特質、近代西洋文明との接触による儒学思想の変容、明
治期の儒学思想の課題、さらに儒学批判を通した明治期における西洋
思想形成の過程を解明し、儒学が果たした地域的役割をも考察する論
集。
レA5判・258買/本体 5,600円 (税別)      ISBN牛 7842-0982-4

輿11集筆と日本の近代fヒ
明治政府が独立を堅持できたのは、先行する徳)IIに 日本の文明史的力
量という素地があつたからであるという視点に立ち、徳)II社会はどの

ような力をいかにして形成し得たのか、多分野の研究者が総合的に究
明する論文25篇。国際日本文化研究センター共同研究の成果。
レA5判・730頁/本体 9,800円 (税別)    ISBN978-4-78421800-4

近世農村社会に存在した多様な内容・水準を持つ教育の構造と、その
ぅたのかを明らか構造がいかなる社会的背景、過程を経て変容してい
屋令の学問観と彼にする。【内容】近世の社会構造と分限教育論/吉武
なとその性格/村

寝癸層拒盈行憲妥雇堪具轟巽箋脆曼量恥識軍
教育内タ

レA5判・290頁/本体 5,700円 (税別)      ISBN牛 7842-1274-4

※武士の精神 (エトス
差蓬露堪薬揺史的考察コ

… ベネット著アレキサンダー

武家政権の誕生から、明治維新に伴う身分制度の廃止に至るまでの、
武士文化の発展と変遷の過程を考察。文化人類学者のクリフォード・

武士の気風や動機などがどのようギアンによる宗教の定義を援用し、
に進展していつたか、その過程を明らかにする。
>A5判・296頁/本体 4,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1426-6

建擢浮
本草学の研究

江戸前～中期に活躍し、近世日本において本草学が博物学的に発展し
てゆくなかでその一翼を担つた人物として評価される京都の本草家松

その学問の実像に迫る。松岡恕庵岡恕庵 (1668-1746)を主題に据え、
に関する基本的研究書。巻末に資料編として松岡恕庵著作 ,関連資料
目録を付す。
レA5判 '390買/本体 7,500円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1617-8

為垂豪鑓葬林
一人者が壮年時代に書いた論文の一部を集めて一書と東洋史研究の第一

した昭和23年版の復刻。戦後の東洋史研究の基礎を築いた神田博士の

論稿は今もなお精彩を放つ。『史林』に発表して以来多くの学者の注
目を集めた「明の四夷館」など12篇を収める。
レA5判 。240頁/本体3,200円 (税別)      ISBN牛 7842-028辟 4

龍
明治期の儒学思想の変遷

墾春ぉ轟昇
日本の文化状況と国際環境

獲鍵漢ξ
本釈箕の研究

日本の18世紀社会は、儒学・本草学・博物学・蘭学など他分野において

多くの成果を生み出し近代化に多大な影響を与えた。それはいかにし
て形成され、どのような影響を受けつつ展開を示したのか、様々な視
点からの論文で総合的に探究する。国際日本文化研究センター共同研
究の成果。
レA5判・582頁/本体 8,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1580-5

釈貧 (せきてん)と は、孔子をはじめとする儒教の先哲を先聖・先師と
して祭る祭儀、近世においては林家聖堂や藩校において行われた学芸
奨励の重要行事であった。幕府及び諸藩における実態を詳細に調べ、
釈貧儀礼の盛衰を明かす。近世教育史および儒学・思想史研究の空白
を埋める、釈貧研究の第一人者による他に類書のない初の体系的研究。
レA5判・340頁/本体 8,000円 (税別)      ISBN牛 7842-1070-9

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載した広報誌『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしています。
電話・fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。




